
今日の寺こもさん 瓦町グルメ館 5階 串おしひIf専務

今月の寺ともさんは、グルメ館 5階で串よしを営む宮本充祐さんです。宮本さ

んのお父さんお母さんが、今から 66年前にトキワ新町 (通称 トキ新)で倉」業し

たのが串よしです。現在のグルメ館に移転して今夏で 40年目を迎えます。その

属口 I    W炉 県外から帰つて来て、宮本さんはお父さんお母さんのもとで働き始めました。
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職人気質のお父さんに一方的に叱られる日尺が当初続いたのだとか。大正生ま

:竃   影

▼

を書倉
塾国χ窓芭思〔

υ
撃叢ぢ運最ちあ繕喜悪1■覇麺ち裏[死 :‐ろあL[霧轟子

:仕込みを手伝つていた頃、当時高校生の弟さんに「お前も、高校やめて手

伝え―」とお父さんが言い出し、弟に高校中退はさせられないと、宮本さんが本気で店に取り組む出来

事があつたのでした。お店の移転後はバブル景気もあつてか、地元の名主で賑わい、超がつくほどの忙

しさで繁盛し、あるお客さんから「オヤジがやめたら、店がつ6れるぞ―」という声があり、それが却

ってバネになつたのです。それからというもの、懸命に弟さんと二人勉強して調理師免許を取得しまし

た。ある日、お父さんから「これなら店を任せても大丈夫」と太鼓判を押してもらうまでに成長し、常

連の大御所の方にも、それまでは一□食べてそれ以外全部残されていた雑炊でしたが、ようや<完食し

てもらうことが出来たのでした。ところが、次は集客の課題が出て来ます。そこで今に至るまでのプロ

グ「串カツ屋二代ロヒゲ専務の日記」を始められ、フェイスプックやインスタグラムなどを駆使して、

串よしが大好きでコアなフアンが増えて来ています。そのお客さんとの絆が一層深くなつたのが、意外

にもコロす禍だつたのでした。午後 88寺までの営業の日反でも、家族連れで来てくれるお客さんが増え

たりして串よしのかけがいのない財産が出来たと語つて下さいました。90歳になるお母さんも現役で働

いていて、誕生日には多くのお祝いが寄せられ愛されています。串揚げとクリーミーなビールは、最高

です。ぜひ一度どうぞ。その際は、お電話で事前に予約しましょう。今後もご活躍お祈りしてます。
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ェピソード:大黒さんちの 3匹いるワン

ちゃんの真ん中が、マリです。気が強<
て、3番目のワンちやんが年長のワンち

ゃんにじゃれようとすると、立ちはだか

つて阻止します。しかも他所の大きな犬

も一向に恐れる事もな<へ つちやらで

す。すご<頭が良<て、飼い主はじめ人

間には、一線を隔しているところがあり

ます。エレベーターに乗るのが嫌いで散

歩にいく時になかなか家から出ようと

せず、一緒に行<ワンちゃんは喜び勇ん

で行<のとは反対に トボ トボとつまら

なそうに振り返りながら出掛けてます。

それで散歩用の伸び縮みするリー ドが

苦手なんでしょうね。

んさ祐̈“充掟本紳宮

********'ご
自慢のペットちゃん

名前 :マ リ

性局」:♀

お年 :5歳

種類 :ボストンテリア

好物 :焼き海苔

住所 :大黒さん宅 (高松市)

性格 :面倒見がいいしつかり者

苦手 :伸び縮みするリード

***********締 代嘔駒亀瀬百ιl:**********
小学5年生の孫の学習参観に行つてきました。その中の 1つに学校保健

委員さん達の「心の温度を上げる」というテーマで「挨拶しても、返して

<れなかつた時にどう考えるか ?」 を全校生徒で考えるという授業があり

ました。

私自身「挨拶できない人は仕事もできない」位にしか思つていませんで

したが、小学生の保健委員さんは「間こえなかつた」などとプラスに考え

るという落とし所でした。プラスに考えて気持ちを温か<することが大切

であるという事を小学生の皆さんから学びました。そして、私自身心の温

度を上げる一番の方法は「南無阿弥陀仏」を0昌えることです。

ご自慢のペットちやん

募集中だにゃん !
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